
国語の基礎的な力や身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、工夫して生活したりする力について

調べる問題です。ことわざの使い方の例として適切なものを選択する問題や畳職人へのインタビューの様子の場面にお

ける、質問の工夫として適切なものを選択する問題などが出題されています。 

海老名市 神奈川県（公立） 全国（公立） 全国との比較 

平均正答率 74.4％ 73.0％ 72.8％ 1.6 

平均正答数 7.4/10 問 7.3/10 問 7.3 問 /10 問 0.1 

分類 区分 

対象

問題

数 

平均正答率（％） 平均無解答率（％） 

海老名市
全国

（公立） 

全国との 

比較 
海老名市

全国 

（公立） 

全国との 

比較 

学習

指導

要領

の領

域等

話すこと・聞くこと ３問 71.3 70.2 1.1 2.1 3.1 -1.0 

書くこと ２問 84.2 82.6 1.6 3.0 4.2 -1.2 

読むこと ３問 74.1 72.2 1.9 0.6 0.6 0.0 
伝統的な言語文化と 

国語の特質に関する事項
２問 70.2 67.7 2.5 2.1 3.4 -1.4 

問題

形式

選択式 ６問 75.3 73.6 1.7 0.2 0.4 -0.2 

短答式 １問 60.1 56.8 3.3 3.4 5.6 -2.2 

記述式 ３問 77.7 76.5 1.2 4.6 6.2 -1.6 

正答数分布グラフ （横軸：正答数、縦軸：割合）

（％） 

全体の結果

分類・区分別集計結果 

９～10 問が多い 

調査問題の内容 

平均正答率…平均正答数を問題数で割った値の百分率。 

 学習指導要領に示されている各領域に基づき、話合いの流れを踏まえ、「どうするか決まっていないこと」について

自分の考えを書く問題や広報誌の一部にある情報を用いて、意見文の下書きに「魅力」の具体例を書き加える問題、

語の一部を省いた表現についての説明として適切なものを選択する問題などが出題されています。 
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全国学力・学習状況調査

中央値…正答数を大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 

８問が少ない

（問） 

* 正答率 50％以下(0～5 問)の生徒の割合は 19.3％で
す。【全国は 21.4％】 
* 正答率80％以上(８～10問)の生徒の割合は56.8％で
す。【全国は 55.4％】 
* 中央値は８問です。【全国は８問】 

全ての領域において、 

全国と比較して上回っています。 



○平均正答率、平均正答数、中央値を見ると、全国と比べてやや上回っています。 

○平均正答率が全国を上回った問題は、10 問中 10 問です。また、平均正答率が 80％以上の問題は、 

10 問中４問（全国は３問）です。 

○問題形式から見ると、平均正答率が 80％以上の４問のうち、３問が「選択式」の問題です。 

○無解答率が全国よりも高かった問題は 10 問中１問です。特に、記述式の無解答率が低い傾向がみら

れます。 

○文学的な文章や説明的な文章などを扱うときに、感想を書いたり、他者と交流したりすることを通して、

自分の考えを深めることについて成果がみられます。 

○教科書に出てくる文だけに限らず、記録文や通信文など様々な文の形式や内容に触れる機会を設け

るような指導の工夫が求められます。 

◆必要な情報を整理するために 

○文章の構成や展開、表現の仕方について分析するだけでなく、そのような表現をした書き手の目的

や意図を読み取ったり、その効果について考えたりすることができるように指導します。 

◆話し合いの話題や方向を捉えるために

○話し合いをおこなうとき、話し合いの話題や過程を確認することができるように、記録の仕方を工夫

しながら指導します。 

◇この問題の正答率 

海老名市     60.1％ 

全国（公立）    56.8％ 

（全国との比較 ＋3.3） 

海老名市の結果についての分析 

考 察 

１  情報を読む（新聞） 

指導の改善にむけて 

全国の正答率と差が見られた問題の例 

趣旨 封筒の書き方を理解して書くこ

とができる 

正答は省略 

中学校国語のすべての問題は、国立教育政策研究所の
ホームページで見ることができます。


